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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

千葉県印旛沼に流入する師戸川の流域を対象に、8 調査区を設け、ナガエツルノゲイト

ウの分布度（地表を被う程度）を５段階にランク分けし、調査区内の全水田ほ場（1,123
筆）を一筆ごとに、2008 年から 2010 年の３年間、毎年 10～11 月に踏査しました（図１）。

また、本種は植物体破片からでも増殖し、水流で拡散し、乾燥に耐えることから、各水田

ほ場と農業水路や農道などの侵入経路となりうる要素を踏査し、GIS（地理情報システム）

上でほ場間およびほ場と侵入経路との距離を算出しました。 
その結果、ナガエツルノゲイトウは過去３年間、毎年、分布域（分布するほ場割合）と

分布度（高ランクのほ場割合）がともに増大していました（図２）。また、田面よりも畦畔

など周囲の方が分布度が高い場所が多く、田面で防除しても、周囲から田面に再侵入しう

ることが予想されました（図３）。各水田ほ場における 2009 年のナガエツルノゲイトウの

有無に影響を及ぼす要因を統計的に解析した結果、前年（2008 年）に分布したほ場や用水

路からの距離が小さいほど分布確率が高いことがわかりました（図４）。ただし、本種は乾

燥に耐えるため、農業機械への付着など水路経由以外の要因での分布拡大も懸念されます。 
本種は一旦水田に侵入すると蔓延してしまいます（図５）。このため、植物体の破片が

用水に混入したり農業機械に付着して水田域に侵入することを未然に防ぐことが重要です。

また、侵入してしまった場合には、早い段階で田面と畦畔の両方で防除が必要です。 
この結果は、ナガエツルノゲイトウが水田や農業水路に侵入、蔓延して農業生産や周囲

の生態系に影響を及ぼすことを未然に防止するための重要な知見となります。 
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特定外来生物ナガエツルノゲイトウは 

水田に侵入し拡散する 

［要約］ 

特定外来生物ナガエツルノゲイトウが、水田域で、前年分布範囲や用水路網の影響を受

けながら分布を拡大していること、田面だけでなく畦畔でも蔓延していることを解明し

ました。用水路などを通じた侵入の防止と、畦畔を含む水田域全体での防除が必要です。 

［背景と目的］ 

特定外来生物ナガエツルノゲイトウは、南米原産の多年生草本植物で、生育可能な範囲

が水域から陸域まで広く、世界各地に侵入・定着している極めて侵略的な植物です。現

在の日本国内での分布は一部の湖沼や河川に限られ、農地への侵入はごくわずかです

が、水田周辺では特に蔓延リスクが高いとされます（研究成果情報 第２４集）。そこで、

千葉県印旛沼周辺の水田を対象に３年間にわたる現地調査を行い、本種の水田域におけ

る侵入、拡散の実態を解明しました。 
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図１ 師戸川流域におけるナガエツルノゲイトウ分布域の拡大（2008～2010 年） 

年々分布を拡大していますが、地域差が有ります。谷津田の奥にも分布します。 

図２ 師戸川流域での分布拡大 

分布域（分布するほ場割合）と分布度（高

ランクのほ場割合）が増大しています。 

図５ 田面のナガエツルノゲイトウ 

収穫後の田面をうめつくすナガエツ

ルノゲイトウです。地面をはうだけで

なく、イネなど他の植物を上から覆っ

てしまうこともあります。 

図３ 田面と周囲の分布度の違い 

高ランクの場所は田面よりも畦畔

など周囲で多いことがわかります。 

図４ 師戸川流域の用水路網 
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用水路網（明渠）はナ

ガエツルノゲイトウの

分布に影響します。
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